
評価項目

A 達成済

B 達成見込み有

C 達成見込み難

D 達成見込み無

E 不明

評価項目

A 極めて効果的である

B ある程度効果的である

C あまり効果的でない

D 効果的でない

E 不明

評価項目

1 拡大

2 継続

3 縮小

4 改善・見直し

5 中止・廃止

6 完了

区分 内容

方向性（事業）

今の方向性で事業を拡大していく

今の方向性で事業を継続していく

事業の規模を縮小する

効果が上がるように内容を見直す

事業を中止又は廃止する

事業が終了したもの

区分 内容

効果（事業）

KPIの大幅な上昇に貢献した

KPIの上昇にある程度影響があった

KPIにあまり影響がなかった

KPIにほとんど影響がなかった

未実施など直接的な効果があるかわからない

事業評価基準

区分 内容

進捗（KPI）

H31年度の目標値を既に達成したもの（累計、年間）

このままで行けば、目標値を達成するもの

今のままだと、目標値の達成が困難なもの

目標値の達成が不可能なもの

KPIが未設定のものや把握できないもの
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